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（論文題目） 

 

Ou tcomes  o f  to ta l  a rch  r epa i r  u s i ng  f r ozen  e l ephan t  t runk  fo r  type  1  aor t i c  

d i s sec t ion :  r e t ro spect i ve  s tudy  

（急性大動脈 解 離 DeBakey１型症 例に対するフローズンエレファントトランク法を用いた

全弓部置換術 の治 療 成績 ：後 方視的検討 ）  

 

（内容の要旨） 

 

本研究の目 的は急 性 大動脈 解離 DeBakey１型症例に対するフローズンエレファントトラン

ク法 を用 いた全 弓 部 置 換 術 の有 効 性 を検 討 する目 的 で行 われた。筑 波 メディカルセンタ

ー、弘 前 大 学 附 属 病 院 で１９８９年 〜２０１６年 までの２７年 間 に行 われた１１７例 の手 術 症

例 を後 方 視 的 に検 討 した。従 来 の全 弓 部 置 換 術 症 例 (TAR )が７５例 、フローズンエレファ

ントトランク法 を用 いた全 弓 部 置 換 術 症 例 (FET)が４２例 であり、２群 に分 けて検 討 した。

TAR 群 、FET 群に永 続的脳 障害発 症率 ( 5 . 3%  vs .  9 .5% )、一時的 脳障害 発症率 ( 4 .0%  

vs  2 .4% )に有意差 は見られなかった。30 日 死亡率は 6 . 7%  v s .  0%  (P=0 .158 )、病院 内死

亡率は 10 .7%  v s .  0%  (  P=0 .049 )であった。遠 隔成績では FET 群の方が生存率が良好で

あった (Log   r ank  P=0 .034 )。院 内 死 亡 に関 わる危 険 因 子 は年 齢 （P=0 .046 )、術 前 から

の維 持 透 析 症 例 (P=0 . 003 )、頸 動 脈 の還 流 障 害 (P=0 .032 )、縦 隔 炎 の発 症 （P=0 .017 )で

あった。  

急 性 大 動 脈 解 離 DeBakey１型 症 例 に対 するフローズンエレファントトランク法 を用 いた全

弓部置 換 術は生存率 の向上に寄与することが証明された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


